
EVERYDAY 
written by HADEYA 

FEEL NOW 

涼風が吹く。５月の空の下、愛車で私は走っている。 

赤信号で止まった―――子猫を連れた女子大生（？）が横断歩道を渡っている。 

その光景を見て、嬉しくなった。あたかも初恋気分。 

カーラジオからビートルズの曲がオンエアされる。……個人的にはビートルズは初期の方が好きだ。最も中期も後

期も大好きだが。 

女子大生が横断歩道を渡った。メンソールの煙草に火を点ける。信号が変わった。アクセルを踏む。 

涼風が吹いた。私は御機嫌だった。 
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SERVICE TAX 

スーパーマーケットでの話だ。 

チョコレートを買った。お気に入りのチョコ―――エッグ・チョコを。 

チョコの中にはマスコット・キャラクターが付録で付いていて、それが〈目当て〉だったりする。 

商品を手に取る。箱を少し左右に振ってみる。その日の私の楽しみの一つだったりする。 

その時、店内に柄の悪い店員が入って来た。ムードが悪くなる……。 

 

レジに商品を持って行く。バーコードを通す。 

「３９円になります」 

「はい」 

５０円を支払う。タイプのキュートな男性店員だからサービス。 

ほ～んのちょっぴり、手が触れてる時間を長くして上げた。サービス、サービス。 

「ありがとうございましたあ」 

どういたしまして―――心の中で伝えて上げた。 
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BLUE PAM 

そんな訳でデートの準備は整った。愛車でレッツゴー！ 

涼風が吹く。私は至福を感じる。至福……あなたは今、幸せですか？ 不幸なら応援して上げる。その代わ

り私が不幸な時も応援してね。 

そうやって、みんなが支え合えば、人類は上手くやって行ける筈。本当に私はそう思う。 

 

カーラジオからご機嫌な曲が流れた。ハミングしながら運転した。オープンカーに吹く涼風が溜まらなく心地

良かった。（了） 
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